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施
政
方
針（
要
旨
）

　
闍
野
市
長
が
、３
月
市
議
会
定
例
会
の
冒

頭
で
発
表
し
た
平
成
18
年
度
施
政
方
針
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

（
１
）防
災
体
制
に
つ
い
て

　
災
害
発
生
の
情
報
を
市
民
に
い
ち
早
く
伝

達
す
る
た
め
の
屋
外
拡
声
装
置
を
設
置
し
ま

す
。
ま
た
、市
内
全
域
に
及
ぶ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

網
を
整
備
し
、そ
の
光
ケ
ー
ブ
ル
や
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
を
共
用
し
て
携
帯
電
話
の
不

感
地
域
の
解
消
を
目
指
し
ま
す
。

（
２
）消
防
体
制
に
つ
い
て

　
消
防
15
分
圏
、救
急
30
分
圏
が
達
成
で
き

る
よ
う
、現
在
建
設
中
の
分
遣
所
の
運
用
開

始
と
、本
部
・
防
災
セ
ン
タ
ー
の
用
地
確
保
等

を
目
指
し
ま
す
。

（
３
）市
民
と
協
働
し
た
災
害
対
応
に
つ
い
て

　
災
害
発
生
時
は
そ
の
地
域
で
の
初
動
態
勢

が
特
に
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

地
域
力
の
醸
成
を
進
め
ま
す
。

（
４
）防
犯
に
つ
い
て

　
防
犯
に
つ
い
て
は
、家
庭
や
地
域
と
連
携
し
、

犯
罪
の
な
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。
特
に
、学
校
内
お
よ
び
登
下
校
時
の
不

審
者
対
策
に
取
り
組
み
、学
校
の
安
全
管
理

強
化
を
目
指
し
ま
す
。

（
５
）国
民
保
護
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　
国
民
の
保
護
に
関
す
る
基
本
指
針
に
基
づ

き
、佐
渡
市
国
民
保
護
計
画
の
策
定
を
進
め

ま
す
。

（
６
）ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て

　
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
と
、そ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
有
施
設
も
、速
や
か
に
除
去
、あ
る
い
は

封
じ
込
め
工
事
を
行
い
ま
す
。

（
１
）環
境
に
つ
い
て

　
「
環
境
の
島
・
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
」
実
現
の
た

め
、「
佐
渡
市
環
境
基
本
計
画
」
を
完
成
さ
せ
、

そ
れ
に
沿
っ
た
施
策
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

　
特
に
、市
民
と
協
働
で
取
り
組
む
環
境
保

全
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

（
２
）ト
キ
の
野
生
復
帰
に
つ
い
て

　
ト
キ
の
野
生
復
帰
に
つ
い
て
は
、生
息
環
境

の
復
元
整
備
と
餌
生
物
資
源
の
回
復
を
重
点

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）環
境
保
全
型
農
業
に
つ
い
て

　
ト
キ
の
放
鳥
予
定
地
域
の
農
家
の
理
解
を

得
な
が
ら
、冬
期
湛
水
、不
耕
起
や
有
機
な
ど

を
取
り
入
れ
た
、環
境
保
全
型
の
稲
作
を
奨

励
す
る
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

（
４
）廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て

　
本
年
度
か
ら
白
色
ト
レ
イ
や
廃
乾
電
池
の

回
収
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、不
法
投
棄
監
視
員
の
体
制
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、放
置
自
動
車
に
つ
い
て
撤
去

を
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、本
年
度
は
市
民
や
事
業
者
、民
間

団
体
等
と
連
携
し
、「
全
島
一
斉
海
岸
清
掃
」

や
山
間
地
域
で
の
廃
棄
物
の
撤
去
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
佐
渡
市
誕
生
か
ら
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
２
年
間
は
、相
次
い
で
起
こ
っ
た
豪
雨
災
害
、

台
風
お
よ
び
中
越
大
震
災
等
の
災
害
に
よ
り
、

あ
ら
た
め
て
災
害
に
対
す
る
備
え
を
確
立
す

る
こ
と
が
、市
民
へ
の
第
一
の
責
務
と
再
認
識
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
た
め
、新
年
度
の
中
心

課
題
に
防
犯
・
防
災
対
策
に
関
す
る
「
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
最
重
要
課
題
と
し
て
、

対
策
の
た
め
の
予
算
を
組
み
上
げ
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

（
１
）地
域
再
生
に
つ
い
て

　
地
域
再
生
に
つ
い
て
は
、佐
渡
に
あ
る
未
利

用
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
に
よ
る
地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
２
）新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
つ
い
て

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
に
つ
い
て
は
、佐

渡
特
有
の
有
り
余
る
未
利
用
、未
開
発
バ
イ
オ

マ
ス
資
源
や
リ
ユ
ー
ス
、リ
サ
イ
ク
ル
資
源
の
積

極
的
な
導
入
を
図
り
ま
す
。

（
３
）観
光
に
つ
い
て

　
観
光
協
会
統
合
を
機
に
、観
光
協
会
を
佐

渡
汽
船
待
合
室
内
に
移
転
し
、誘
客
宣
伝
体

制
を
強
化
し
ま
す
。

　
近
年
、急
激
に
増
加
し
て
い
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、

あ
る
い
は
古
く
か
ら
の
街
並
み
散
策
な
ど
、景

観
を
楽
し
み
、自
然
を
体
験
で
き
る
エ
コ
ツ
ア

ー
な
ど
を
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
充
実
と
と

も
に
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
看
板
標
識
等
の
外
国

語
表
示
、島
内
二
次
交
通
の
充
実
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
４
）海
上
交
通
に
つ
い
て

　
小
木
・
直
江
津
航
路
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

航
路
を
維
持
す
る
た
め
の
条
件
整
備
を
行
う

こ
と
を
前
提
に
、関
係
機
関
等
に
精
力
的
な

働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

（
５
）空
港
整
備
に
つ
い
て

　
大
都
市
圏
と
直
結
で
き
る
航
空
路
線
の
開

設
は
、佐
渡
の
振
興
に
は
不
可
欠
で
あ
り
、災

害
発
生
等
の
緊
急
時
に
お
い
て
も
重
要
な
輸

た
ん
す
い
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（
１
）学
校
教
育
に
つ
い
て

　
佐
渡
市
が
目
指
す
学
校
教
育
の
基
本
的
な

考
え
方
で
あ
る
「
佐
渡
市
学
校
教
育
基
本
構

想
」に
基
づ
き
、学
校
教
育
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　
ま
た
、学
校
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、安
全
で

快
適
な
施
設
と
す
る
た
め
耐
震
診
断
等
の
実

施
に
も
努
め
ま
す
。

（
２
）生
涯
学
習
に
つ
い
て

　
本
年
度
中
に
「
生
涯
学
習
推
進
計
画
」
を

策
定
し
、今
後
の
佐
渡
市
の
生
涯
学
習
の
方

向
性
を
確
立
し
ま
す
。
ま
た
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
さ
れ
た
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、図
書

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

（
３
）生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
と
育
成
を
図
り
、市
民

の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
施
設
整
備

も
、陸
上
競
技
場
建
設
に
向
け
て
の
調
査
等

と
、サ
ッ
カ
ー
競
技
に
対
応
で
き
る
既
存
施
設

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
の
新
潟
国
体
開
催
に
向
け
、実

施
種
目
の
基
本
計
画
等
の
策
定
を
進
め
、競

技
施
設
の
整
備
改
修
と
併
せ
、市
民
へ
の
周
知

運
動
を
展
開
し
ま
す
。

（
４
）文
化
・
歴
史
資
料
等
の
保
護
に
つ
い
て

　
佐
渡
に
残
る
有
形
無
形
の
文
化
・
歴
史
資

料
を
保
護
継
承
す
る
た
め
、本
年
度
も
資
料

の
学
術
的
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、市
内
に
散
在
す
る
膨
大
な
数
の
文

化
財
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
行
う
と
と
も
に
、

検
索
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

（
５
）世
界
文
化
遺
産
の
登
録
に
つ
い
て

　
本
年
度
は
、調
査
研
究
を
実
施
す
る
統
一
的
な

考
え
方
と
し
て
、「
17
世
紀
の
鉱
山
都
市
と
文
化
」

に
視
点
を
置
き
、金
銀
山
の
繁
栄
と
と
も
に
は
ぐ

く
ま
れ
た
歴
史
・
文
化
・
産
業
な
ど
を
、佐
渡
全
体

を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
と
ら
え
、事
業
を
進
め
ま
す
。

（
６
）佐
渡
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

　
佐
渡
の
人
材
を
佐
渡
で
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
、高
校
卒
業
後
の
専
門
学
校
等
上
位
校

の
必
要
性
を
認
識
し
、誘
致
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

（
１
）市
民
と
の
協
働
に
つ
い
て

　
こ
れ
か
ら
の
行
政
運
営
は
市
民
参
加
に
よ

る
協
働
を
一
層
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
行

政
と
と
も
に
公
益
を
担
う
組
織
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
の
存
在
は
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
同
時
に
、今
ま
で
も
地
域
を
守
っ
て
き
た
、

地
域
組
織
、区
、老
人
ク
ラ
ブ
や
婦
人
会
な
ど

に
、地
域
の
主
体
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

（
２
）男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

　
本
年
度
中
に
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策

定
を
行
い
、男
女
平
等
な
社
会
、地
域
づ
く
り

の
実
現
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
３
）東
京
事
務
所
と
の
協
働
に
つ
い
て

　
昨
年
５
月
、首
都
圏
佐
渡
連
合
会
の
全
面

的
な
協
力
に
よ
っ
て
、佐
渡
市
東
京
事
務
所
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、「
一
万
人
ふ
る
さ
と
回
帰
ツ
ア
ー
」

な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
と
と
も

に
、島
外
在
住
者
を
準
市
民
的
な
考
え
に
位

置
づ
け
、ふ
る
さ
と
佐
渡
の
た
め
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
く
施
策
を
進
め
ま
す
。

　
わ
れ
わ
れ
が
引
き
継
い
だ
佐
渡
ら
し
い
環

境
を
守
り
、景
観
に
優
れ
た
美
し
い
島
づ
く
り

を
目
指
す
姿
勢
を
強
め
、今
住
ん
で
い
る
環
境

や
た
た
ず
ま
い
を
自
慢
で
き
、安
心
し
て
住
め

る
島
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、平
成
18
年
度
の
施
政

方
針
と
し
ま
す
。

（
１
）健
康
・
保
健
に
つ
い
て

　
昨
年
度
策
定
し
た「
健
康
さ
ど
21
」
計
画
に

基
づ
い
て
、各
地
区
で
、健
康
づ
く
り
を
支
援
す

る
組
織
を
構
築
し
、市
民
の
健
康
づ
く
り
へ
意

識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

（
２
）医
療
に
つ
い
て

　
医
師
確
保
の
た
め
、県
と
共
同
し
て
実
施
す

る「
医
師
養
成
修
学
資
金
貸
与
事
業
」に
参
画

し
、医
師
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、今
後
の
佐
渡
地
域
に
お
け
る
医
療
施

策
の
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

（
３
）福
祉
に
つ
い
て

　
19
年
度
開
設
を
目
指
し
た
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
着
工
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
保

育
園
を
合
わ
せ
た
複
合
施
設
の
建
設
な
ど
を

行
い
ま
す
。ま
た
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、新
予
防
給
付
や
介
護
予
防
事
業
な

ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、障
害
者
自
立
支

援
法
へ
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、障
害
者
の
通
所

施
設
を
建
設
し
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、新
し
く
「
子
育
て

支
援
室
」
を
設
置
し
、市
内
全
保
育
園
の
保
育

時
間
の
延
長
、乳
児
保
育
の
拡
大
、一
時
保
育
の

実
施
、学
童
保
育
の
増
設
・
充
実
、フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
立
等
々
、子
育
て
が
し

や
す
い
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

送
拠
点
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
も
う
す
ぐ
出

さ
れ
る
「
佐
渡
空
港
検
討
委
員
会
」
の
答
申

を
受
け
、県
の
意
向
を
確
認
し
て
、そ
の
実
現

に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

（
６
）地
産
地
消
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、生
産
者
の
所
得
安

定
を
図
る
と
と
も
に
、公
共
施
設
、ホ
テ
ル
・
旅

館
や
飲
食
店
等
へ
、安
全
で
安
心
で
き
る
佐
渡

食
材
を
提
供
す
る
た
め
、ル
ー
ト
確
立
に
向
け

た
取
り
組
み
を
前
進
さ
せ
ま
す
。

（
７
）佐
渡
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

　
佐
渡
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
は
、コ
メ
、

お
け
さ
柿
に
引
き
続
き
、海
洋
深
層
水
氷
で

寒
ブ
リ
、甘
エ
ビ
、清
浄
カ
キ
の
生
産
支
援
な
ど

一
層
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
ま
す
。
そ
の
た
め
、

漁
協
の
体
力
強
化
を
支
援
し
、併
せ
て
Ｊ
Ａ
の

営
農
支
援
の
行
方
を
見
極
め
、効
果
の
あ
る

施
策
を
実
施
し
ま
す
。
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平
成
18
年
度
の
当
初
予
算
は
、一
般
会
計

で
４
５
８
億
６
、０
０
０
万
円
、特
別
会
計
を

合
わ
せ
た
総
額
で
７
６
１
億
６
、５
４
６
万
２

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
面
で
は
、佐
渡
市
の
歳
入
の
多
く
を

占
め
る
地
方
交
付
税
が
※
「
三
位
一
体
の
改

革
」
等
の
影
響
を
受
け
て
減
少
が
見
込
ま
れ
、

歳
出
面
で
は
、公
債
費
や
扶
助
費
の
義
務
的

経
費
が
増
加
す
る
な
ど
極
め
て
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、一
般
会
計
予
算
額
に
お
い
て
、

前
年
度
と
比
べ
額
で
39
億
４
、０
０
０
万
円

の
減
、率
で
７
・
９
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
・
安
心
に
住
め
る
ま

ち
づ
く
り
を
最
重
要
課
題
と
し
、以
下
の
６

つ
の
課
題
を
中
心
的
柱
と
し
て
、そ
れ
ら
を

着
実
に
展
開
す
る
た
め
、重
点
的
、効
果
的

な
配
分
に
努
め
た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し

た
。

※
三
位
一
体
の
改
革
と
は
…
…
地
域
の
実
情

を
把
握
し
て
い
る
地
方
自
治
体
が
よ
り
実

績
に
合
っ
た
行
政
を
実
現
す
る
た
め
、国
の

関
与
を
縮
減
し
、地
方
が
自
由
に
使
え
る
財

源
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
、そ
の
た
め
に
①

国
庫
補
助
負
担
金
の
改
革
、②
地
方
交
付

税
の
改
革
、③
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲

を
含
む
税
源
配
分
の
見
直
し
の
３
つ
の
改

革
を
一
体
的
に
進
め
る
こ
と
で
す
。

６
つ
の
重
点
課
題
と
主
な
事
業
を

一
部
ご
紹
介
し
ま
す

①
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

○
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

                   

１
、１
８
９
、２
６
８
千
円

　
災
害
に
備
え
る
体
制
づ
く
り
や
、災
害
発

生
の
情
報
を
市
民
に
い
ち
早
く
伝
達
す
る

た
め
に
、基
地
局
、中
継
局
、屋
外
拡
声
装

置
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

○
消
防
本
部
庁
舎
整
備
事
業

                            

１
８
６
、１
６
０
千
円

○
消
防
分
遣
所
整
備
事
業（
前
浜
・
海
府
） 

                            

１
９
４
、３
０
９
千
円

　
消
防
15
分
圏
、救
急
30
分
圏
が
達
成
で

き
る
よ
う
、分
遣
所
の
建
設
・
運
用
開
始
と
、

本
部
庁
舎
、防
災
セ
ン
タ
ー
等
の
整
備
を
行

い
ま
す
。

○
地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
体
制
整
備
促

進
事
業                    

２
、８
６
７
千
円

　
学
校
内
及
び
登
下
校
時
の
不
審
者
対
策

と
し
て
、学
校
の
安
全
管
理
に
関
す
る
取
組

み
の
強
化
及
び
組
織
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

○
国
民
保
護
計
画
事
業      

４
２
７
千
円

　
国
民
の
保
護
に
関
す
る
基
本
指
針
に
基

づ
き
、佐
渡
市
国
民
保
護
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

○
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
事
業

                            

３
５
３
、７
５
０
千
円

　
市
有
施
設
に
つ
い
て
、お
お
む
ね
３
年
以

内
に
原
則
撤
去
と
す
る
ア
ス
ベ
ス
ト
処
理
計

画
に
基
づ
き
、適
正
な
処
理
を
進
め
ま
す
。

調
査
分
析
業
務
の
委
託
や
、真
野
体
育
館
、

両
津
文
化
会
館
、佐
渡
中
央
会
館
の
ア
ス
ベ

ス
ト
の
除
去
を
行
い
ま
す
。

②
環
境
に
優
し
い
島
づ
く
り

○
環
境
基
本
計
画
推
進
事
業

                                

１
８
、９
９
４
千
円

　
「
環
境
の
島
・
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
」
実
現
の

た
め
、佐
渡
市
環
境
基
本
計
画
の
策
定
、環

境
審
議
会
の
設
置
、環
境
フ
ェ
ア
の
開
催
な

ど
を
行
い
ま
す
。

○
臼
ヶ
滝
給
餌
田
復
元
整
備
及
び
ビ
オ
ト

ー
プ
整
備
事
業            

３
、５
４
１
千
円

　
ト
キ
野
生
復
帰
に
向
け
新
穂
地
区
の
ト

キ
野
生
順
化
施
設
を
中
核
と
し
て
、ト
キ
の

餌
場
と
な
る
棚
田
の
復
元
や
ビ
オ
ト
ー
プ
の

造
成
等
を
行
い
ま
す
。

○
環
境
保
全
型
農
業
推
進
事
業

                                   

４
、０
８
０
千
円

　
ト
キ
の
放
鳥
予
定
地
域
の
農
家
の
理
解

を
得
な
が
ら
、冬
季
湛
水
、不
耕
起
や
有
機

な
ど
を
取
り
入
れ
た
、環
境
保
全
型
稲
作

作
り
を
進
め
ま
す
。

○
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業

                                

３
３
、０
１
３
千
円

　
廃
棄
物
対
策
と
し
て
、白
色
ト
レ
イ
や
廃

乾
電
池
の
回
収
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
、市

の
施
設
で
排
出
さ
れ
る
生
ゴ
ミ
に
つ
い
て
モ
デ

ル
的
に
堆
肥
化
を
行
う
な
ど
、今
後
の
循
環

型
社
会
の
形
成
に
向
け
た
取
組
み
を
行
い

ま
す
。

③
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

○
地
域
再
生
事
業        

１
、２
９
６
千
円

　
「
佐
渡
市
地
域
再
生
研
究
会
」
を
立
ち

上
げ
、地
域
再
生
法
に
よ
る
佐
渡
市
の
活
性

化
の
た
め
、地
域
再
生
計
画
の
策
定
を
進
め

ま
す
。

○
観
光
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ガ
イ

ド
養
成
事
業              

１
、１
２
４
千
円

　
山
野
草
や
花
を
中
心
と
し
た
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
、古
く
か
ら
の
街
並
み
散
策
な
ど
、景
観

を
楽
し
み
、癒
し
の
空
間
・
時
間
を
求
め
る

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
、今
あ
る
自
然

を
そ
の
ま
ま
体
験
で
き
る
エ
コ
ツ
ア
ー
な
ど

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
充
実
と
と
も
に

進
め
ま
す
。

○
観
光
案
内
板
設
置
事
業

                               

１
４
、５
０
２
千
円

　
急
増
し
て
い
る
外
国
人
客
の
更
な
る
誘

致
を
図
る
た
め
、観
光
案
内
板
に
「
英
語
・

中
国
語（
北
京
語
）・
韓
国
語
・
台
湾
語
」
を

加
え
て
表
示
し
、案
内
看
板
の
整
備
の
統
一

化
を
図
り
ま
す
。

○
海
洋
深
層
水
氷
利
活
用
促
進
事
業

                               

１
７
、５
４
６
千
円

　
海
洋
深
層
水
氷
を
水
産
業
で
有
効
活
用

す
る
た
め
の
設
備
投
資
を
行
い
、寒
ブ
リ
、甘

エ
ビ
、清
浄
カ
キ
の
生
産
支
援
な
ど
一
層
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
ま
す
。

④
市
民
の
健
康
増
進
、保
健
・
医
療
・
福
祉

へ
の
取
り
組
み

○
健
康
づ
く
り
事
業      

４
、６
８
８
千
円

　
「
健
康
さ
ど
21
」
計
画
に
基
づ
き
、市
民
の

総
合
的
な
健
康
づ
く
り
対
策
の
推
進
を
図

り
ま
す
。
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○
医
療
計
画
策
定
事
業       

４
２
５
千
円

　
市
内
の
各
医
療
機
関
と
連
携
し
た
取
組

み
を
進
め
る
と
共
に
、佐
渡
地
域
に
お
け
る

医
療
体
制
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討
す
る
「
佐

渡
市
地
域
医
療
計
画
策
定
委
員
会
」
を
設

置
し
、今
後
の
佐
渡
市
に
お
け
る
医
療
施
策

の
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
整
備
事
業

                                

７
２
、２
８
１
千
円

　
特
養
入
所
待
機
者
解
消
の
た
め
、
19
年

度
開
設
を
目
指
し
て
新
穂
地
区
に
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
を
建
設
し
ま
す
。

○
複
合
福
祉
施
設
建
設
事
業

                             

２
２
０
、０
０
０
千
円

　
真
野
地
区
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と

保
育
園
を
合
わ
せ
た
複
合
施
設
を
建
設
し

ま
す
。

○
障
害
者
福
祉
施
設
建
設
事
業

                                

７
５
、４
３
３
千
円

　
相
川
地
区
に
知
的
・
精
神
障
害
者
の
通

所
施
設
を
建
設
し
ま
す
。

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
立
　

                                   

２
、５
０
０
千
円

　
子
育
て
支
援
、少
子
化
対
策
の
一つ
と
し
て
、

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立

し
ま
す
。
子
育
て
を
希
望
す
る
人
、手
伝
い

を
し
て
く
れ
る
人
双
方
が
会
員
と
な
り
、有

料
で
助
け
合
う
互
助
制
度
で
す
。

⑤
教
育
へ
の
取
り
組
み

○
新
穂
小
学
校
改
築
事
業

                            

７
７
５
、９
０
５
千
円

　
学
校
教
育
の
充
実
の
た
め
、校
舎
、体
育

館
の
改
築
整
備
を
行
い
ま
す
。

○
図
書
充
実
事
業        

９
、０
３
８
千
円

　
市
内
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
図
書
館

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、図
書
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

○
陸
上
競
技
場
整
備
事
業

                                

２
５
、０
０
０
千
円

　
陸
上
競
技
場
建
設
に
向
け
て
の
調
査
等

を
行
い
ま
す
。

○
文
化
財
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
事
業

                                   

１
、４
３
０
千
円

　
市
内
に
散
在
す
る
膨
大
な
数
の
文
化
財

の
散
逸
を
防
ぎ
、資
料
の
把
握
や
保
存
整
理

研
究
の
た
め
、文
化
財
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を

行
う
と
と
も
に
、検
索
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

努
め
ま
す
。

○
世
界
文
化
遺
産
講
演
会
の
開
催

                                        

５
０
０
千
円

　
調
査
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
市
民
意

識
の
高
揚
の
た
め
、世
界
遺
産
登
録
を
テ
ー

マ
と
し
た
文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

⑥
市
民
と
の
協
働
社
会
構
築

○
男
女
参
画
推
進
事
業  
１
、５
１
８
千
円

　
男
性
も
女
性
も
お
互
い
の
持
つ
役
割
を

尊
重
し
つ
つ
、平
等
に
そ
の
個
性
と
能
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、

検
討
委
員
会
を
開
催
し
、男
女
共
同
参
画

推
進
プ
ラ
ン
の
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

○
東
京
事
務
所
運
営
費  

６
、１
５
９
千
円

　
昨
年
５
月
、首
都
圏
佐
渡
連
合
会
の
全

面
的
な
協
力
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
東
京
事

務
所
の
運
営
を
は
じ
め
、各
種
イ
ベ
ン
ト
、観

光
集
客
、Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
支
援
、企
業
誘
致
活

動
な
ど
、幅
広
い
分
野
で
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

一 般 会 計 歳 入 状 況

市税�
5,560,891千円�

12.2%

その他�
4,121,096千円�

�8.9%

31,061円 40,361円 2,807円 5,790円 1,290円

地方交付税�
20,300,000千円�

44.4%

市債�
6,285,700千円�

13.7%

市税�
5,560,891千円�

12.2%

県支出金�
3,228,736千円�

7.0%

繰入金�
2,678,947千円�

5.8%

国庫支出金�
2,307,647千円�

5.0%

諸収入�
1,376,983千円�

3.0%

その他�
4,121,096千円�

�8.9%

一般会計歳入総額�

458億6千万円

［市税の内訳�］
市　民　税…………2,124,336千円�

固定資産税…………2,760,420千円�

軽自動車税…………0,191,970千円�

市たばこ税…………0,395,964千円�

入　湯　税…………0,088,201千円

◆歳入予算のうち、市税を市民１人あたりに換算※すると、81,309円になります。
　それぞれに負担状況は次のとおりです。（※平成18年2月28日現在の人口68,393人で計算しています）

市民税 固定資産税 軽自動車税 市たばこ税 入湯税

31,061円 40,361円 2,807円 5,790円 1,290円

その他（4,121,090千円）には、地方譲与税（1,095,075千円）、
使用料及び手数料（778,421千円）などがあります。
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一 般 会 計 歳 出 状 況

5,556円 93,774円 127,111円 63,673円 63,028円

147,847円 95,322円 39,161円 35,546円

26,587円 74,973円 34,295円 66,589円 112,734円

公債費�
7,860,237千円�

17.1%

物件費�
6,519,359千円�

14.2%

繰出金�
4,836,149千円�

10.6%

補助費等�
2,678,330千円�

5.9%

衛生費�
4,354,777千円�

9.5%

農林水産業費�
4,310,658千円�

9.4%

土木費�
5,127,596千円�

11.2%

教育費�
4,554,246千円�

9.9%

総務費�
6,413,460千円�

13.9%

投資的経費�
10,111,703千円�

22.1%

民生費�
8,693,476千円�

19.0%

衛生費�
4,354,777千円�

9.5%

農林水産業費�
4,310,658千円�

9.4%

土木費�
5,127,596千円�

11.2%

消防費�
2,345,534千円�

5.1%

商工費�
1,818,343千円�

4.0%

教育費�
4,554,246千円�

9.9%

公債費�
7,710,237千円�

16.8%

歳出総額�

458億6千万円

歳出総額�

458億6千万円

◆市民１人あたりにこれくらいのお金が使われます。

◆平成18年度会計別予算額 ◆市債の状況（市債とは大きな事業を実施する際に
     借り入れたお金のことをいいます）

◆公営企業会計

目的別経費では・・・

目的別内訳 性質別内訳

市町村の経費は行政目的によって分ける「目的別」と
経済的基準で分ける性質別という分類方法があります

議会費� 総務費� 民生費� 衛生費� 農林水産業費

5,556円 93,774円 127,111円 63,673円 63,028円

その他�
151,673千円�

0.4%

議会費�
380,000千円�

0.8%

人件費�
9,550,952千円�

20.8%

公債費�
7,860,237千円�

17.1%

物件費�
6,519,359千円�

14.2%

繰出金�
4,836,149千円�

10.6%

補助費等�
2,678,330千円�

5.9%

扶助費�
2,431,123千円�

5.3%

その他�
1,872,147千円�

4.0%
その他　   151,673千円（0.4%）�
諸支出金　 70,266千円（0.2%）�
予備費　　 50,000千円（0.1%）�
災害復旧費 23,788千円（0.1%）�
労働費　　 07,619千円（0.0%）

その他 　　1,872,147千円（4.0％）�
貸付金 　　1,002,408千円（2.2％）�
積立金 　　　380,252千円（0.8％）�
維持補修費 　244,128千円（0.5％）�
投資及び出資金 195,359千円（0.4％）�
予備費 　　　050,000千円（0.1％）

議会の運営等
に使われるお金

行政の運営や
市税の賦課・

徴収、広報の発行等に使わ
れるお金� 

高齢者福祉や
子育て支援の

充実に使われるお金�

ゴミ処理や保
健事業に使わ
れるお金�

 
農林水産業の振興などに使
われるお金�
 

性質別経費では・・・

投資的経費� 物件費� 補助費� 扶助費�

147,847円 95,322円 39,161円 35,546円

道路や学校など行政施設の整備、水
準向上のための経費で、普通建設事
業費や災害復旧費など
�

消耗品費や委
託料、使用料

などの消耗的経費のうち支
出効果の短いもの� 

各種団体への
補助金や負担

金、保険料、謝礼金など�

生活保護や障
害者等への援

助費など福祉のためのお金�

商工費� 土木費� 消防費� 教育費� 公債費�

26,587円 74,973円 34,295円 66,589円 112,734円

商工業や観光
の振興に使わ
れるお金�

 

道路や公園の
整備などに使
　　われる
　　お金 

防災や救急活
動等に使われ
るお金�

 

学校教育の充
実や生涯学習

の推進等に使われるお金�
 

市の借金返済
のために使わ
れるお金�

 

○人件費とは、議員や委

員等特別職の報酬や職

員の給与などをいい、

繰出金とは特別会計や

企業会計などの歳入不

足を補うために繰出す

お金をいいます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一般会計とは行政を運営する上で基本とな
るものの収入や支出を処理するための会計のことをいい、特別会計とは市が特定の事業を行う場合、その
事業の歳入をその事業の歳出にあてて一般会計とは別に行う会計のことです）

（独立採算を原則とする地方公営企業法の
        適用を受ける会計のことをいいます）

区　　　分 18年度予算額 17年度予算額 増 減 額

総 　 　 　 　 　 計

一 　 般 　 会 　 計

76,165,462 

45,860,000 

6,392,500 

9,342,100 

5,505,700 

2,111,800 

6,175,300 

310,700 

9,800 

447,000 

720 

1,810 

6,617 

75 

1,340 

80,198,441 

49,800,000 

6,160,800 

9,222,300 

5,224,000 

2,495,950 

6,474,950 

326,740 

8,900 

472,200 

720 

3,020 

5,926 

75 

2,860 

△ 4,032,979

△ 3,940,000

231,700

119,800

281,700

△ 384,150

△ 299,650

△ 16,040

900

△ 25,200

0

△ 1,210

691

0

△ 1,520

国民健康保険

老　人　保　健

介　護　保　険

簡　易　水　道

下　　水　　道

土　地　取　得

宅　地　造　成

歌　代　の　里

五十里財産区

二 宮 財 産 区

新畑野財産区

松ヶ崎財産区

真 野 財 産 区

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

区　　　分 18年度予算額 17年度予算額 増 減 額

水道事業
会　　計

病院事業
会　　計

収益的

資本的

収益的

資本的

収入

支出

収入

支出

収入

支出

収入

支出

1,133,374 

1,110,485 

1,223,451 

1,975,634 

3,012,518 

3,278,654 

229,940 

232,636 

1,254,000 

1,254,000 

589,100 

1,008,032 

2,982,471 

3,222,063 

220,395 

239,485 

△ 120,626

△ 143,515

634,351

967,602

30,047

56,591

9,545

△ 6,849

区　　　分

一　般　会　計�

簡易水道特別会計�

下水道特別会計�

土地取得特別会計�

宅地造成特別会計�

合　　　計�

16年度末現在高 17年度末現在高見込額 18年度末現在高見込額
60,776,766 

5,549,255 

21,600,464 

42,013 

18,461 

87,986,959 

62,915,049 

5,970,119 

23,053,963 

36,425 

10,370 

91,985,926 

62,659,392 

6,171,322 

24,090,354 

330,174 

2,275 

93,253,517 

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）



　
佐
渡
市
監
査
委
員
は
、
定
期
監
査
の
結

果
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
し
た
。

佐
監
公
表
第
２
号

　
平
成
18
年
　
３
月
27
日

　
　
　
佐
渡
市
監
査
委
員
　
清
水
　
一
次

　
　
　
佐
渡
市
監
査
委
員
　
池
田
　
寅
一

平
成
17
年
度
定
期
監
査

        

　
　
　  

結
果
に
つ
い
て

 

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
４
項
の
規

定
に
基
づ
き
定
期
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、

同
条
第
９
項
の
規
程
に
よ
り
、
そ
の
結

果
を
報
告
し
ま
す
。

１
．  

監
査
の
実
施
期
間

　
　
平
成
18
年
２
月
３
日
〜
２
月
20
日

２
．  

監
査
の
対
象

　
総
務
課
、
財
政
課
、
会
計
課
、
市
民
課
、

社
会
福
祉
課
、
水
道
課
、
環
境
保
健
課
、

建
設
課
、
観
光
商
工
課
、
医
療
課
、
企

画
情
報
課
、
農
林
水
産
課
、
消
防
本
部
、

教
育
委
員
会
事
務
局
、
議
会
事
務
局
、

農
業
委
員
会
事
務
局
、
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
事
務
局
、
監
査
委
員
事
務
局

３
．  

監
査
の
方
法

　
あ
ら
か
じ
め
提
出
さ
れ
た
監
査
資
料

に
基
づ
き
監
査
を
行
い
、
必
要
に
応
じ

関
係
書
類
の
提
出
及
び
関
係
職
員
の
説

明
を
求
め
、
予
算
の
執
行
及
び
事
務
処

理
の
適
否
等
に
つ
い
て
監
査
を
行
っ
た
。

４
．  

監
査
の
結
果

　
平
成
16
年
３
月
１
日
佐
渡
市
が
誕
生

し
て
か
ら
、
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
市
長
及
び
全
職
員
は
日
々

行
政
運
営
に
努
力
を
さ
れ
て
き
た
と
理

解
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
政
執
行
者
は
、
常
に
市
民
へ
夢
を

与
え
な
が
ら
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
見

据
え
つ
つ
佐
渡
の
将
来
を
確
立
す
る
こ

と
に
あ
り
、
市
職
員
は
市
民
の
た
め
に

執
行
者
の
命
を
受
け
、
何
を
す
べ
き
か
、

何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
常

に
意
を
用
い
、
さ
ら
に
効
率
的
で
適
正

な
行
政
運
営
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
監
査
の
結
果
、
諸
事
務
事
業
は

概
ね
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
認
め

た
が
、
一
部
に
指
摘
す
る
事
項
も
あ
り
、

そ
の
都
度
、
関
係
職
員
に
対
し
改
善
ま

た
は
検
討
を
要
望
し
た
。

５
．  

指
摘
事
項

（
１
）
庶
務
関
係

漓
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
財
政
の

健
全
化
を
図
る
た
め
、
財
政
の
運
営

方
針
、
財
政
構
造
改
革
の
取
り
組
み

が
急
務
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
次
の

３
点
の
基
本
方
針
と
共
に
平
成
21
年

ま
で
に
達
成
す
べ
き
数
値
目
標
を
設

定
す
る
な
ど
、
早
急
に
改
革
に
取
り

組
ま
れ
た
い
。

ア
、
徹
底
し
た
財
政
改
革
の
取
り
組
み

イ
、
優
先
順
位
を
付
し
た
事
業
の
選
択

ウ
、
市
債
残
高
が
累
積
し
な
い
財
政
構

造
の
確
立

滷
当
初
予
算
で
委
託
料
の
総
額
が
約

47
億
７
千
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
予
算
の
内
容
は
事
業
課
の
工
事
設

計
業
務
委
託
料
が
主
で
あ
る
が
、
限

ら
れ
た
財
源
の
有
効
活
用
と
効
率
的

な
事
業
施
行
の
た
め
、
設
計
業
務
の

見
直
し
を
行
い
、
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
上
げ
る
よ
う
取
り
組
ま

れ
た
い
。

澆
借
地
料
に
つ
い
て
は
、
各
課
、
各

支
所
単
位
で
単
価
に
差
違
が
見
う
け

ら
れ
た
。
関
係
課
で
協
議
し
単
価
の

統
一
化
を
図
ら
れ
た
い
。

潺
税
、
使
用
料
等
未
徴
収
金
の
扱
い

に
つ
い
て
、
徴
収
・
滞
納
整
理
事
務

に
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
市
の
財
源
確
保
の
た
め
に
も

さ
ら
な
る
徴
収
事
務
等
に
努
力
を
図

ら
れ
た
い
。

潸
事
務
事
業
等
の
開
始
伺
い
が
口
頭

協
議
の
み
で
文
書
決
裁
が
な
い
も
の

が
見
う
け
ら
れ
た
。
文
書
で
の
決
裁

を
図
ら
れ
た
い
。

　
配
布
・
収
受
・
起
案
・
決
裁
・
指
導
・

監
督
・
統
括
・
予
算
執
行
・
連
絡
・

報
告
の
基
本
厳
守
。

澁
公
用
車
の
運
転
手
等
現
業
部
門
で

採
用
す
る
臨
時
職
員
の
採
用
形
態
、

給
料
等
の
契
約
に
際
し
て
は
、
現
場

の
特
殊
事
情
を
考
慮
し
つ
つ
統
一
を

さ
れ
た
い
。

澀
行
政
運
営
の
範
囲
内
で
得
て
い
る

情
報
は
、
個
人
情
報
保
護
条
例
を
遵

守
し
つ
つ
、
本
庁
・
支
所
で
、
出
来

る
限
り
有
効
活
用
が
で
き
る
よ
う
配

慮
さ
れ
た
い
。

（
２
）
財
産
管
理

漓
財
産
整
理
計
画
を
早
急
に
作
成
し
、

普
通
財
産
及
び
備
品
の
適
正
管
理
を

図
ら
れ
た
い
。

滷
買
収
及
び
無
償
提
供
さ
れ
た
土
地

で
登
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
見
う

け
ら
れ
た
。
早
期
に
未
登
記
の
解
消

を
図
ら
れ
た
い
。

澆
警
備
会
社
等
へ
の
建
物
管
理
委
託

内
容
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が

見
う
け
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
特
殊
条

件
等
で
違
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

統
一
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
検

討
さ
れ
た
い
。

平
成
17
年
度 

佐
渡
市

   
定
期
監
査
結
果
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

議
会
選
出
監
査
委
員
が
代
わ
り
ま
し
た
。

　 

退
任
　
池
田 

寅
一
氏
（
３
月
27
日
付
け
）

　 

新
任
　
本
間 

勇
作
氏
（
３
月
28
日
付
け
）
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